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Ｉはじめに－事業創造による日本再興一
1980年台初め「ジャパン・アズ・ナンバーワン」（ＶｏｇｅＬＥＦ．（1979)）と
いわれ，経済大国として先進諸国をリードした時期から30年以上が経ち，日本
は世界の経済先進同から課題先進国に移りつつある。2010年にＧＤＰ世界第２
位の座を中IR1に明け渡してから，まだ４年しか経過していないが，すでにその
差は２倍以l1となり，’１１１１《|の背中が遠ざかっている。力Ⅱえて，１１t界に先駆けて
未曾有の超高齢社会に突入しつつあり，医療，年金をはじめとする社会保障制
度は国家財政に大きな影響を与えることが懸念されている。また，311福島第
一原子力発電所事故による環境破壊やエネルギー問題への影響など，まさに今
まで世界のどの同も経験したことのない課題が山積されているといっても過言
ではないだろう。
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このような困難な課題に果敢に挑戦し，持続可能な成熟社会を構築するため
のカギは何であろうか。この問いに対する答えの１つを提示することが，本稿
の大きな目的である。持続可能な社会とは，決して静態的で固定的な社会では
ない。グローバルな規模で激しく社会環境が変化する中，同定的な対応では持
続性は担保出来ない。環境に適応するための「変化」が必然なのである。まさ
に，持続性は「変化」への適応によってもたらされるものであり，現状の「継
続」からは生み出されない。過去を「継続」することから「持続」可能な社会
は創出されないのである。そして，この「変化」の源泉が，創造（Creation）
と革新（innovation）なのである')。
政府においては，持続的な経済成長（富の拡大）をⅡ指してアベノミクスと
呼ばれる経済政策（｢３本の矢｣）を展開している。すなわち，第１の矢＝大胆
な金融政策では，市場の通貨供給量を増やしてデフレマインドを払拭し第２
の矢＝機動的な財政政策において，公共事業の増加により政府自らが需要を創
出し，第３の矢＝民間投資を喚起する成長戦略では，規制緩和等により企業や
個人が真の実力を発揮できる社会を構築し，持続的な経済成長の好循環を創り
出そうというものである（内閣官房（2015))。
この中で，持続的成長の要となる政策は，成長戦略である。金融政策にして
も財政政策にしても，結局のところ，民間投資を促進きせ個々の企業が成長す
ることで経済の好循環を生み出す「契機」であり，持続的経済成長の「主体」
とはなりえない。持続的な経済成長（経済の好循環）とは，将来の市場拡大の
見込みから投資が拡大され，企業業績の改善につながる。それが，従業員など
の賃金の増力Ⅱとなり，個人消費が拡大しさらなる企業業績の改善，投資の拡
大を産み出すというスパイラルな展開なのである（図表ｌ）。そして，その主
役は個別企業に他ならない。特に，個別企業のイノベーションの実現が持続的
経済成長の鍵を握るであろう。このイノベーションの実現は，アップル（iPod
やiPhone)，グーグル（検索エンジン)，フェイスブック（SNS)，アマゾン（電
子商取引)，テスラモーターズ（電気自動車）などといった，われわれの生活
様式を大きく変えるような画期的なイノベーションだけではない。日常の
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ちょっとしたアイデアや改善活動による持続的 (漸進的）なイノベーションも
Iは，個別企業の創意工夫の集同様に重要である。このようにイノベーションとは，
大成であるが， それが市場に受け入れられて初めて企業業績と結びつき． ひい
ては持続的経済成長の源となる（ すなわち，イノベーションは，創造だけでな
<普及が大切であり， 今後の新規成長分野の見極めが重要なポイント となる直
図表１経済の好循環
鱈
||iｉｌｍ鱸 iＭ
uiiiiiillilllilllliil 璽鶴蕊 蟇
鍵鱸Iii1iililililiiii1lil1ii1liilili繍！
出所）中小企業白書（2014）
さて， 今後成長が期待できる産業分野と しては，環境・エネルギー，医療．
健康，介護・高齢者支援，航空・宇宙，観光などをあげることができる。政府
においても，2014年６月に「日本再興戦略」を改訂し日本再興のための鍵と
なる４つの施策を公表している。それは，①日本の「稼ぐ力」を取り戻す。②
担い手を産み出す～女性の活躍促進と働き方改革～． ①新たな成長エンジンと
地域の支え手となる産業の育成‘ ④地域活性化と中堅・中小企業・小規模事業
者の革新／地域の経済構造改革である。 そして｡ その実現のため，「Ｅ
11上略｜の３つのアク３
「日本産業
がクションプ
ー戦略市場倉Ⅱ
再興プラン｣，「戦略市場創造プラン」「国際展開戦略」
ランを推進している。
造プラン」は①国辰
この中で新規成長分野に関わる戦略である
D国民の「健康寿命」 の延伸,③クリーン・経済的なエネルギー
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需給の実現，③安全・便利で経済的な次世代インフラの構築，④１１t界を惹きつ
ける地域資源で稼ぐ地域社会の実現（④－１１１t界に冠たる高品質な農林水産
物・食,Ｍを/tみ出す豊かな農山漁村社会，④－２観光資源等のポテンシャルを
活かし，111:界の多くの人々を地域に呼び込む社会）という４つのテーマを設定
し事業展開が図られている（首相官邸（2014))。
このようにクリーンで経済的なエネルギー分野は，今後成長が期待できる
分野であり．特に持続TII能な社会の確立には欠かせない。本稿においては，持
続可能な社会の実現に|(りけ特に重要な分野である新エネルギービジネス2)につ
いて，主に１１.小・ベンチャー企業の取り組みに焦点を当て考察を加えることと
したい。
Ⅱ新エネルギービジネスと中小・ベンチャー企業
１．環境・エネルギー問題に対する中小・ベンチャー企業の取り組み
環境問題は，市場の外側で主にマイナス1iiiの影響を与える外部不経済により
生み出されたものである。それは，ロ本においては，水俣病，イタイイタイ病，
l〕LⅢ市ぜんそくなど，1950代中頃～60年代の公害問題として注１－|を集めること
となった。すなわち，大気汚染，水質汚濁，土壌汚染，騒音，振動，地盤沈下，
悪臭という典型７公諄が社会問題として顕在化し，その規制として1967年に公
害対策基本法（現在の環境基本法）が制定された。公害|Ⅲ題は，特定地域に限
定的に発上ｔし発生源の特定が比較的容易という傾向があるため，環境規制に
よりある経度の効果を上げることができた。
しかし現在われわれが直面している地球環境問題は，地球温暖化オゾン
層の破壊，酸性雨，砂漠化熱帯雨林減少など，多様`性と複雑性を有し，発生
源の特定が|付難であり，被害は広範囲で地球規模にも及ぶ深刻な問題となって
いる｡すなわち，その解決には，肚界規模での連携がZ､要であり，特に環境問
題の中心的主体ともいえる企業の事業活動への積極的なモニタリングが求めら
れている（野村・佐久１%}・鶴川（2014))。
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さて，中小製造業は「ものづくり基盤｣3)として'1本のリーディング産業を
支えてきた存在であり，特にＱCＤ（高,V,質，低コスト，短納期：Quality，
Cost，Delivery）が高い'五|際競争力の基盤となっていた。しかし近年は，
企業が製,Ｈ１や原材料を他の企業から調達する場合に環境配慮を実践している企
業から調達するグリーン調達（GreenProcurementActivities）など，環境対
応にも条件を付した調達行動が行われ，’'１小製造業においても「ＱＣＤ＋Ｇ」
の企業行動が求められるようになっている。このような環境配慮要請や最新技
術を駆使した先端的新市場の誕生などにより，環境経営の概念が既存の中小企
業にも定着してきているといえる川本政策金融公庫総合研究所（2012))。
環境関連の先端的新市場については，主に二つの視点からとらえることがで
きる。すなわち，太陽電池や風力発電など新エネルギー産業として拡大する分
野と，電気、動〕'１（EV：EIectricVehicle)，プラグインハイブリッド自動11〔
(PHV:PIug-inHybridVehicle)，燃料電池自動車（FCV:FuelCellVehicle）
といった次１１t代１１動車など既存事業の環境対応により創出される分野である。
両分野共に，最終製品は大企業が担う場合が多いが，中小企業については，部
,ｈＩ,加工などサポーティングインダストリー4)としての役割を担うことが期待さ
れている。
新エネルギー産業は，基本的に全く新しい市場として創ｌｌ１されるものである
が電気｢１動車などは従来のガソリン車を代替するものであり，既存事業分野
に大きな影響を与えることが予想される。lxl表２は，電気｢|動車がiuiF及した場
合の影響についてまとめたものである。Ｆ１動車の部,１１１，点数はおよそ３万点程度
とされているが電気''１動''１の杵及により約４割の部品が不要になることが予
測されている。電気日勤車の普及の範囲・速度にもよるがエンジン部品，駆
動・伝達，操縦部,W,等の部,Ｍ製造業者の存立基盤が危ぶまれる事態も想定でき
る。そして，その多くが完成車メーカーにサプライヤーとして部品を供給して
いる系列の１１１小製造業なのである。まさに，環境関連産業分野は中小製造業に
とって諸刃の剣といえる存在なのである。
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図表２電気自動車等の影響（自動車部品の変化）
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弓F1小企業と環境関連産業分野２．
さて，既存の中小企業は, 環境関連産業分野への展開についてどのような意
向を持っているのであろうか。
日本政策金融公庫（2011）は，
ト調査（回答数6,828社）の結果
約20.000社の中小企業を対象にしたアンケー
の をもとに ｢(環境保護気運の高まりのなかで）
自らの事業に波及効果が期待できる産業分野がある］ と答えた中小企業が，全
すなわち，半数以上の体の６割を超えていることを指摘している (図表３）。
中小企業が，今後の事業展開と
いることが推察できる。
して環境関連産業分野への展開も視野に入れて
(図表４）については，「新
む)」が最も多くの回答を
期待できる環境関連の具体的な産業分野ざらに
エネルギー（太陽光発電，風力発電など。施工を含む)」
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図表３自らの事業に波及効果が期待できる環境関連産業分野の有無
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出所） 日本政策金融公庫総合研究所（2011）
集めている)。続いて，省エネ電気機器（LED照明Ⅲインバーターなど） 寝た
ヵ
ま
い割合で支持を集めており，エネルギー分野への注目度は高いといえる。
資源リサイクルについても 多くの中小企業が自社への波及効果を期待してい
図表４自らの事業に波及効果が期待できる環境関連の具体的な産業分野
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る。
今まで見てきたように，中小企業の新エネルギー関連ビジネスへの展開は，
既存中小企業においても大いに期待されるものであるが，そのためには中小企
業の優位性を十分活かした取り組みが求められる。従来より，もともと経営資
源が不足している中小企業にあっては，すべての経営資源を向社で抱えること
は不可能かつ非効率であり，優位`性を持つ経営資源への特化と外部経営資源の
積極的な活用が要諦であるため，俊敏かつ柔軟な形態による戦略的な連携の必
要性が提Ⅱ日されている（中小企業庁（1997))。すなわち，①優位性を持つ経'営
資源（＝コア・コンピタンス）へ特化するとともに，不足する資源などは，②
戦略的な提携などによる外部資i原の積極|iⅢによりｉｉｉ達し，③環境変化へ即応
することが中小企業の強みであり，これは現在においても変わることは無い。
ここで，中小企業の新エネルギービジネスへの具体的展開の方|(ﾘ性として
は，主に２つあげることができる。まずは，「ものづくり基盤」としての貢献
であり，既存中小企業の事業展開の方向性として考えられるものである。すな
わち，大企業へのサプライヤー，サポーテイングインダストリーとしての取り
組みである。これには，太陽電池，風力発電，電気自動車等の部品力Ⅱ工，半製
品（モジュール製砧）の取り扱い，金型・生産設備の提供などがある。もう１
つは，特定の専門分野（ニッチ分野）における高機能・高付加価値製,h１，の開発
であり，起業家や新興ベンチャー企業，既存企業の事業創造の方向性として考
えられるものである。どちらの展開も，持続可能な社会の榊築に向けて欠かせ
ない取り組みであるが，新たな事業創造という視点からは，後者のニッチ分野
における'1社製,h１，の開発が注目される。以下では，特定の専'''1分野における'１１
小・ベンチャー企業の事業展開の取り組みについて，太陽光発電，風力発電，
バイオマスエネルギー，振動力発電などの具体的な事例を兄ていくことにした
い。
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Ⅲ中小・ベンチャー企業の取り組み状況
１．太陽光照明システムの開発
新エネルギービジネスというと，最先端の高度な科学技術を想定しがちであ
るが，巾小・ベンチャー企業の取り組みの''１には，既存技術の応１１１，改良によ
る事業展開も見受けられる。はじめに，「太陽光を照1ﾘIに」との夢の実現にlid
け，「町の電気屋」から太陽の恵みを活用した独自の太陽光照明を考案した株
式会社丼之商の事例を紹介する（特許庁（2009)，井上・岸本（2012)，ＮＨＫ
(20Ul2))･井上昇氏が代表を務める井之商は，創業1975年，滋賀県大津市（本
社）に立地し従業員15名（2013年４１j）の企業である。
元来，「IHIの電気臆」さんとして滋賀県内で地域密着型の電気機器の小売業
を営んでいたが，周辺に進出する大型家電量販店との価格競争が激化するにつ
れて，将来に不安を持つようになり，新事業創造の必要性を感じていた。そこ
で，オンリーワンとなる新たな事業を模索し顧客アンケートから「日中の屋
内が太陽の光が届かず暗い」という顧客課題を発見しそのニーズに応えるた
め，1995年に太陽光照lﾘjシステム「スカイライトチューブ」を開発し2004年
より住宅用，産業用の両面から本格的事業展開を開始している。
図表５の通りスカイライトチューブとは，屋根面に設殻したドーム内のシェ
ル型の反射鏡で太陽光を効率よくキャッチし特殊なアルミ製チューブ内をプ
リズム反射させながら室内に導くというシンプルな構造で，これまで太陽光の
届きにくかった部臆や廊下に柔らかい自然光を取り込む太陽光!'((lﾘ]システム
である。このシステムは，東京都墨田区の株式会社牛久工務店などIll小企業の
連携により実現されたものであり，その販売促進についても三重県の株式会社
佐野テックなどとの連携により全'１〈|的な展開を|到っている。まさに，中小企業
の横断的な連携によりイノベーションが促進されている事例といえる５)。
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図表５スカイライトチューブとは
霧
出所）スカイライトチューブＨＰ（http://wwwskylighttubecojp/）より
高効率太陽光発電システムの大学発ベンチャーの栄光と挫折２．
中小・ベンチャー企業が新エネルギービジネスに参入する困難性につ次に
いて考察することにしたい。これは，高度で画期的な新技術が，市場化の中で
外敵や荒波に埋もれてしまう事例であり， 研究開発型ベンチャーが事業展開に
あたって特に留意しなければならないポイントといえる。
ヤーとして高効率の太陽光発電シス テムを展開したスマート大学発ベンチ
ソーラーインタターナショナル株式会社は，太陽光発電業界で「ミスター・ソー
ラー」として知られる富田孝司氏（シャープ元常務取締役）が，東京大学で開
発を進めてきた数多くの新技術を実用化するため2009年８月に東京大学エッジ
(UTEO6jの出資を受け設立した企業である〔 富田氏は，長らくキャピタル
ソーラーシステム事業シャープの太陽電池事業をけん引してきた人物であり，
本部長として同社の太陽光発電システム７年連続売上高世界－を達成した実績
(2011.5；2012.8；2012.10)，日本経済新聞電子版を持っている（１
(2013418))。
2011年６月には，
(日経ＢＰ
本社を東京文京区から宮城県仙台市に移転する と同時に
新型の太陽光発電システムの生産・販売を本格宮城県大崎市に工場を開設し，
2015年には倍の200億円の年間売上を目指して展開させ．2014年には１００億円．
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いた。2012年７月には従業員数60名を数えたが当初から販売不振により低迷
しており，経営が厳しい状況であった。そして，2014年１月社長の富川氏の逝
去により事業継続が困難となり，Ｍ年２月７日に負債総額約５億円を抱え倒産
したのである（ＴＳＲ（2014.2))。
この事例は，中小・ベンチャー企業が事業創造を成し遂げる上での困難性を
如実に表している。特に，大企業のような資本力がない新興ベンチャー企業と
いう不利な条件を如何に克服していくのかが，研究開発基盤型のベンチャー企
業にとって事業成長の要諦となるのである。
まずは，その技術力から検証することにしたい。スマートソーラーインター
ナショナルが|｣標としたのは，高効率の太陽光発電システムであり，太陽光発
電を基礎にした技術で火力発電並みのエネルギー変換効率を実現することであ
る。太陽電池は，使う材料によって電気エネルギーに効率良く変換できる光の
波長が異なり，電気に変換されなかった光エネルギーの多くは熱となって空気
中に放出される。その太陽電池によって発生した熱を熱エネルギーとして回
収・利用するという．「太陽光版．ジェネレーション（電熱供給）システム」
を実現させたのである。
この高いエネルギー変換効率を実現するポイントは，①多層化技術，②追尾
集光，③冷却技術の３つである。まず，多層化技術とは，「長・中・短」とい
う幅広い波長の光を，それぞれ効率的に変換できる複数の半導体を重ね合わせ
たもので，太陽光から電気への高い変換効率を実現する“そして，太陽の動き
に合わせて半｢]形の反射鏡を動かし，太陽電池パネルに常に多くの太陽光が当
たるようにした。この太陽を追尾し光を集める追尾集光技術によって，従来に
比べ集光性能を格段に向上させたが，長時間の集光によりセルが高温になると
`性能が低下する問題があった。この課題を解決したのが冷却技術である。すな
わち，冷媒を使って熱を取り除き，その熱を活用する独自のシステムを確立し
た。
図表６は，東日本大震災で被災した宮城県山元町のイチゴ農園における復興
プロジェクトの実証実験である。高効率太陽光発電システムにより，電力を保
－８９－
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冷却の際に生じる熱で地下水を温めビニールハ管用の農業用冷蔵庫に供給し，
システムである。発電とウスの暖房に活用する太陽光版．ジェネレーション
熱回収を合わせたエネルギー変換効率は50~60％に達するといわれている (日
本経済新聞電子版（2012214)，日経ＢＰ（2013.7))。
図表６太陽光版．ジェネレーション・システム
濃氷$熱#ウス緯暖篇糎使讃
■イチゴ栽培における実証実験
地下水
『lｲ呵帯::号:::｡\\1斗帯:器:::鵠謡干侶目:呂躬HⅢ､蝿鑪邑蕊轆溌騨翻鰹鍵￣iｌｉ
；蕊鰯
祷IIIlTj;jｉｌｌＷｆ\群f哨擁H手LjLl 冷や凌打た冷媒（出灘
出所）日経ＢＰ（2012.8）
向け事業展開を図り，以上のような画期的な技術を基盤と 量産化にして，
時はメガソーラー（大規模太陽光発電所）の建設コストを従来に比べ半減する
リコンバレーヘの進出も果たしたシステムを開発し，世界市場も睨んでシ
刊工業新聞（2013.411)，日本経済新聞
(日
(2013.9.26))。しかし事業の本格化
先行投資負担から経営が厳しくなり， 破たんに追い込まれたのでには至らず，
ある（日経日経ＢＰ（20143)ん
この太陽光発電装置の開発・製造事業は， 産業用廃棄物の焼却炉で国内トツ
プシェアにある焼却炉メーカーの株式会社アク トリーが継承することとなった
(北國新聞（201479))。アクトリー（創業：1971年，代表者：水越裕治）は，
石川県白山市に本社を置く，売上高7,281百万円，従業員87名（2014年３月）
のニッチトップの中堅企業で。技術開発力に定評があり，堅実な経営を展開し
ンターナショナルから継承した太陽光発電システている。スマートソーラーイ
石川県などからの支援を受け東京大学先端科学技術研究センターとの共ムは，
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同研究により，
ている（石川’
2020年に販売目標１億円を掲げて手堅い事業展開を計ろう とし
(石川県（2014.10))。
風の力を最大限に活かす次世代小型風力発電３．
風力発電と聞くと，
インドファーム」（；
風況良好な場所に高効率な大規模風車を集積させた ｢ウ
発電基地）
大な風力発電機を思い描くが，
のような広大な丘陵や平原， 洋上に設置する巨
そのような巨大発電機は，主に大企業が開発．
販売する分野である。 大型風車は約１万点の部品で構成されており， コストの
約７割が部品の購入費で，
(2009))。すなわち，中」
自動車産業と類似した産業構造となっている (上田
小企業は部品のサプライヤーとしての役割が中心であ
る。しかし，小型風車については， 中小・ベンチャー企業が多く参入しており，
自社製品と しての技術開発も進められている (図表７）。
風の恵みを最大限に活かす風レンズ風車を展開している株式会社ここでは，
図表了日本の小型風車の概要
iiiiiiiiii:iiii;liiiiii辮鑓鐸;蕊鱸…;蕊;鑿蕊;《;蕊ｉｉｉ鱸;i繧鍵111蕊鱸|；
ウインドレンズWL5DOO５kＷ水平軸灘檸風レンズ(集風体）
エネルギープロダクトENEPRO500Ｗ乗官軸翠
１kＷ
１０ｋＷ
オーハツ畷酎Wind-OH300Ｗ垂直軸型
シンフォニアテクノロジーwklO-t2300Ｗ睾直軸翠
Wkl8-20１０７０Ｗ
wk32-20 1840Ｗ
鰯|水平鰄製ゼファー エアドルフインZ-501
アウラ1000
NＷＧ－４Ｋ
那須電機鉄エ !;lillil水平翰蕊
|M:二:|HMI騨冊Ⅱ！’:Ｗ平輸製ニッ翼ﾆニツヨー WG-4KII
NWG-YOK１０１．/Ｖ
コラソンシリーズ垂清軸型
MWG-5qMWG-N5D５０Ｗ水平軸型
TRONC卜風ン500Ｗ水平軸型､ループウイング
似285｡2kW
Lt4800５kＷ
前澱製作所
松村機械製作所
ループウイング
庇285g
t480p
２
５
圧６６７０ １１ＮｌＶＩ
ｉ;:IWl篝虞戟製ＷＸｌＷＲＯ WP200-3BＷＰ１０００－３Ｂ
出所）三菱総合研究所（2012）
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図表８風レンズ風車のメカニズム
鱸
織…鴎;
且鉛出'''111m;l;l1iiiilll iillil1lliilll1lllijllillili11llliilliil1illliilliillllll§ i罐 鷺識騨掛 ご露彊謂蕊欝守辮購葱騨鷲←謡
一ローター湾膠にダクト蓬｡強い渦ｶﾞ《発生。低b1j寵力へ鼠が鰯い過まれ取り付け゛渦によ｡、蕊牽蝋ろの露ダクト,?c､鳳蕊がＬコール５
庄簸低下銭に増遼iiilliilill iiliIlii1i 鍵電鬘饒…鱒…騒騒蕊v懇雲議漣馳鱗《…霞》’ダクト内の風速＝1.4倍に増速－３倍の発電量を実現
出所）ウィンドレンズＷｅｂＳｉｔｅより
ウィンドレンズ（本社:福岡県筑紫野市）の事例を紹介する。風レンズ風車は，
九州大学の研究成果を商品化したものであり， ウインドレンズは大学発ベン
チャー企業である。代表の高田佐太一氏は ポンプ製造大手の酉島製作所にて
風力発電事業を担当していたが 事業縮小とと ｉ６にスピンオフして2008年４月
にウインドレンズを設立した（西日本新聞（20121.9))。2014年２月現在，売
上高122百万円従業員７名の陣容である。
ウィンドレンズの競争優位性は， 主に４つの点からとらえることができる
①最大の特徴は，「風レンズ」
風レンズとは、ブレード（羽１
と呼ぶ風車を抜ける風力を増やす技術である。
(羽根） を囲むように外側に取り付けられたフードの
ことで， ここに入った風が反対側に抜けると， 出口付近で空気の渦が発生し，
周辺の圧力が低くなり気圧差が生ずることで， 流れ込む風の量が増えてプレー
ﾄﾞが良く 回るようになる仕組みである (日本経済新聞地方経済面 (2011.6.18ル
こて，②風し風速が1.4倍増加することで，発電量が３倍になる（図表８)。加えて，
ンズ風車の風見鶏効果で風向変動への追随性に優れており， 自動的に風上を向
<，③ブレー
レンズがブし
ﾄﾞの小型化とレンズによる翼端渦の抑制による低’騒音化 ④集風
ｽﾞがブレードを覆っているため，視覚的安心感があるというものであい
大型風車の問題点の多くを克服している (図表９）。
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図表9大型風車の問題点の克服
西音問題Ｉ風レンズ風車は小型･低騒壇
ｐａＥ問顕｜麓L況のよいＨ蛭田や山岳坤 .■ＩＥ
が＋沼ロ
冒物としての視認性が悪く野鳥の回温召腰
豆のJEj：い■Iまレン人刀､烏、
土'百掴
出所）ウィンドレンズＷｅｂＳｉｔｅより
４．エネルギーの地産地消の試み
株式会社コンテイグ・アイ（本社：岐阜県岐阜市，代表：鈴木繁三）は，岐
阜大学の研究成果を活用しバイオエタノールによる「エネルギーの地産地梢」
戦略を展開している大学発ベンチャー企業である。代表の鈴木繁三氏は，広告
関連の事業を経て医療系ベンチャーを経営していたが2003年11月に今後成長
が予測される環境系事業を展開するため，土壌・地下水汚染修復事業などを行
う当社を立ち上げた。2012年１０月現在，売上高’億円従業員数１２名の陣容と
なっている（科学技術振興機構（2009.9)，日経産業新聞（2013.2.8))。
基本的なバイオエタノールの製造技術は，トウモロコシやサトウキビなどデ
ンプンを含んだ食料を原料として糖化・発酵・蒸留するものだが，当社は，独
自の酵素を活用して，紙や草木に含まれるセルロースを分解して糖化する技術
を確立した。すなわち，原料は，刈った芝，街路樹･の枝や葉，雑草，飲料メー
カーなどのお茶の出し殻など，セルロース系の成分が含まれるものであれば基
本的にバイオエタノールの製造が可能になる。2008年12月から三重県亀山町に
実証プラントを稼働させ，海外を含め本格的な展開を計っている。
当社の特徴は，大規模な製造プラントではなく，小規模な製造プラントによ
－９３－
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規制や政府の補助金などにとらわれない事業展開の自由度を確保し，り， ス
ピーデイーな事業対応ができることである。また，。また，2010年にはバイオエタノー
(DEFC）システムを開発した。これルを利用した直接エタノール形燃料電池
コンパクトな発電システムとして‘ 国内初の家庭用発電装置の実用化であ７
９
は
り
まさに「エネルギーの地産地消」を実現するものとして期待されている (日
(2010.6.15)）刊工業新聞（201 6 1
この技術を応用し， 東日本大震災の原発事故で被害を受けた福島県飯館村
放射性物質に汚染された森林の除染とがれきの再資源化を推進する事業がで，
進められている（日本原子力研究開発機構(2012))。 この事業は，コンティグ・
木質系および草本系の汚
↑着あるいは吸着・蓄積し
ｲの保有す るバイオエタノール生産技術を用いて，ア
わら・雑草・落ち葉等）
回収・減容化とともに
染廃棄物（剪定枝・稲わら・雑草.T
た放射性物質の除染・回収・減容化《
エタノール，バイオマス発電原料等）
に，付着ある
副生物として再資源化（バイオ
を図る技術の実証実験を行ったものであ
る（図表１０)。今後， 放射性物質で汚染されたパイ -マスの除染・減容・放射オ
性物質の回収を行うだけでなく， 同時にバイオエタノールや肥料といった副生
図表１０除染実証事業のメカニズム
鰻 稀…、Ｐ 蕊轤ゲ筆談〈戴韓蕊蕊繊鐸》篭… 辮靭…鷲繍鱗
灘#。 `
1翻鯉閣蕊遷鬮０
癌l鍾灘帷
出所）日本原子力研究開発機構（2012）
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成物の供給を行うシステムの提供を開始し国・自流体や協同組合，建設会社
等を主な顧客対象として，販売あるいはリース事業の展開を目指している。
５．藻からバイオ燃料を実用化
次に，従来にない燃料の開発をＵ指す資源ベンチャーとして，藻類を原料と
するバイオディーゼル燃料の製造と発電事業を推進しているＴＲＡＮＳＡＬＧＡＥ
株式会社（トランスアルジ，本社：東京都港区代表：lltiT隆）の事業展開
を考察する。トランスアルジは，’１本で再′l2Tjl能エネルギーの全量買い取り
制度が始まるのに合わせて，韓国で藻類由来のバイオ燃料の研究開発を手掛け
る企業に現在の代表である西平氏らが出資し，１１本に本社を移して2012年３月
に設立された（日本経済新聞（2012.6.21))。2014年現在，売上高２億円従業
員数20名である。
藻類由来のバイオ燃料は，llT積当たりの燃料生産堕がトウモロコシやサトウ
キビなど現在Fi三流のlj(料に比べlo倍以上で大量生産|ｉ１ｊきであり，食料需要との
競合もなく，ＩＲＩ内外の企業が実１１Ｉ化に向けた開発競争を繰り広げている。トラ
ンスアルジは，′上産コストが他社の５分の１程度（１リットル3011）という
圧倒的な価格競争力で参入した。
トランスアルジの競争優位性であるコスト低減要因は主に２つある。一つ
は，バイオディーゼルの生産に適した藻類である「ＴＡＣ藻」の発掘である。
微細藻類「ＴＡＣ藻」の7111分含有率は61～67％で世界段高水準であり，他の藻
類に比べ増殖ﾉ]も高いもう一つは，原料の優位』性だけでなく，独自の培養設
備を開発し製造I(mの優位性を確立した。原料ｉⅢ脂の製造コスト抑制には，藻類
の培養効率の|ｲﾘｰﾋと初期投資額の抑制が不可欠であり，狐｢|の培養タンク（直
径2.4メートル，商さ2.7メートル，容量１０トン）を１１]いて藻の光合成効率やＣＯ２
吸収を高め，増殖率を飛躍的に向上させたのである。藻の製造方法は，アメリ
カでは池を張って培養するオープンポンド式が主流であるが広い敷地が必要
になり日本にはｌｒＩかない。培養タンクの導入は，スペースｍでの効率も達成し
ている（Ｕ経ＢＰ（2012｣0)，化学工業日報（20135.1))。
－９５－
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現在，国内では，埼玉県熊谷市，三重県津市，沖縄県金武町で，商業培養施
設を稼働させており，今後，海外での藻の大規模培養に乗り出すため，2013年
４月ＵＡＥ（アラブ首長国連邦）ドバイの投資銀行であるマス・クリアサイト
とバイオマスエネルギー開発事業の合弁会社「マスタック」を設立した。トラ
ンスアルジの技術力と，マス・クリアサイトの資金刀や【１１束や南アジア，ア
フリカなどに持つ顧客ネットワークを組み合わせ，約80力lR1での事業展開を目
指している（日刊工業新聞（2013418))。
６．ミドリムシによる食糧・環境課題の解決とエネルギービジネス
への展開
今まで見てきたように，バイオ燃料とは，都IlJごみや農産廃棄物，植物や藻
類などから作る燃料のことであるが，近年特に注１１を集めているのは，ミドリ
ムシから作るものである。この微細藻ユーグレナ（ミドリムシの学術名）の研
究・製造・販売を展開しているのが，代表の出雲充氏が2005年８)]に創業した
株式会社ユーグレナ（本社：東京都文京区）である。
2014年９月期の売上高は，3,046百万Ｉｌｊ（連結)，従業員数60名である。２０１２
年１２月には新興取引市場の東証マザーズに上場し2014年には東証１部上場を
果たしている急成長のベンチャー企業である。代表のＨ１雲氏は，東京大学文科
Ⅲ類１年次在籍時の夏，グラミン銀行のインターンに参加するためバングラ
ディッシュを訪ｌＩＩ１し，現地の深刻な栄養問題に11ｍiした。コメＭ､麦も豊富に
あるにも関わらず，野菜，フルーツ，牛乳などの不足により，子どもたちは栄
養失調，大人たちは貧|木1にあえいでいたのである。そこで，「'11界から栄養失
調をなくす」というロマンを持ち，学部を農学部に変更して，栄養素の高い食
品や生物についての研究を始め，動物的特徴と植物的特徴を併せ持つ地球上で
唯一の生物であるミドリムシと柵会った。ミドリムシは，光合成により二酸化
炭素を吸収し，５９種類もの豊富な栄養素を持ち，細胞壁がないため栄養吸収率
も非常に高く，多くの栄養素を少量で摂取でき，輸送も容易である。出雲氏は，
－９６－
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ドリムシを活用した地球環境問題， 食糧問題の解決を目指したが， その大量「へ、
培養が困難な課題であった（出雲充（2012)，プレジデント社（2013.9))｡
ドリムシは栄養分が豊富なため，外敵からの攻撃を受けやすい。 このため，「「、
2005年12月に沖縄ミドリムシだけを育成できる培養液を開発し，外敵を避けて
ミドリムシの屋外大量培養に成功県石垣島にて，世界で初めて したのであるｃ
このような大量培養技術を持つ企業は世界でユーグレナだけであり， 当社の最
現時点での主力事業は，ミ ドリムシ関連の機能性食品や化粧大の強みである。現時点で（
品の製造・販売事業であり， 売上高の99,8％を占めている。 しかし，今後の展
，ミドリムシからされるのは新エネルギー事業である (図表１１)。ミドリムシ
〕バス，ついには旅客機の
開として注目
イルからバイオ燃料を作り， 乗用車やバス，抽出したオ
ジェット燃I
ワーク（2０
卜燃料に本格導入しよう
(2012.6))。
とする壮大な試みを始めている (企業家ネット
2014年６月にはいすぎ自動車と提携し， 同社の藤沢工場と最寄り駅の小田急
ドリムシ燃料を混ぜた燃料で実証線湘南台駅を結ぶ定期運行バスで， 軽油にミ
図表１１ミドリムシのカロエイメージ図
騨纐嬬懸ミドヅムシ簿蜜姦鍵騨
(ミドリムシ鱒擁エイメ…ジ〉
篝
…蕊鰯鱗繼
露鍵感
趣 ｉｉｉ溌瀧蕊鯵美欝溌鞠i鋸》鱗培辮 蝋lillll`,：ilililiiiillllllllillllllillllllllilllllil1lil,ｋ
出所）『日本経済新聞電子版（2015.1.5)」
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実験を実施し将来的には全量ミドリムシ}１１来の次１１t代バイオディーゼル燃料
の開発を進めている。旅客機用のジェット燃料については，Ｊｘｐ鋼日石エネ
ルギーやロ立製作所などと提携し研究開発を進めている（｝１本経済新聞
(2014.817)，日本経済新聞電子版（2015.L5)，’１経産業新聞（2015.2｣8))。
2015年２月には，アメリカの石油大手シェブロンの子会社シェブロンラマスグ
ローバルとのⅡUで，精製施設の基本設計と精製に必要な触媒の提供を受けるこ
とで基本合意し当社からの技術供与を受け，航空機向けバイオ燃料の精製プ
ラントを国内に建設し2018年までの稼働を|j指している（日本経済新聞電子
版（2015.2.22))。「anotherfuture.～ミドリムシが地球を救う～」をスローガ
ンにミドリムシで豊富な栄養を届け人々を健康にしバイオ燃料でジェット
機を飛ばし地球を健康にするという壮大なロマンを持ち，事業展開を推進して
いるのである。
７．音や振動で発電する「エネルギーハーベスティング」の実践
小さな振動で発電し電気の地産地消を目指す株式会社音力発電（本社：神
奈川県藤沢市）は，慶應義塾大学発ベンチャー企業で，2014年４月期の売上高
は約５，０００万円，従業員数５名の陣容である。周りの環境から微小なエネルギー
を収穫（ハーベスト）して電力に変換する技術のことを，エネルギーハーベス
ティング技術（環境発電技術）といい，音力発電はまさに「エネルギーハーベ
ステイング」を実践している企業である（Ｈ経産業新聞（2014.5.22川
光・熱（温度差）・振動・電波など様々な形態で環境中に存在するエネルギー
を電力に変換するエネルギーハーベスティング技術は，充電・取り替え・燃料
補給なしで長期間エネルギー供給が可能な電源として，「いつでも，どこでも，
誰でも，何でも」ネットワークにつながるユピキタスネット社会や，モノのイ
ンターネット（ICT:InternetofThings）の実現に必須の技術として注||を集
めている（エネルギーハーベステイングコンソーシアム（EHOWebSite)。
音で発電するアイデアは，創業者の速水浴平氏（代表取締役）の小学生時代
にさかのぼる。「発明」の楽しさを覚えた速水氏は，自分のアイデアを「発明
－９８－
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」に書き溜めていたが，その一つが「音力発電」につながる。発想の契
理科の授業で「発電機でモーターはまわるが，モーターをまわすと発電
ノート
機は，
する」 という発電機とモーターの関係を知った時 同じことがスピーカーにも
｢電気で音を出せるのなら． 音を与えることで電気を起こせる」
，デアの実現に向け。その「発明ノー
当てはまり．
と思いついたことである。大学進学後，アイデアの実現に向け。
ﾄ」をあらためて見直し
「音や振動による発電」
音による発電の事業化に挑戦することとなる。
という基本原理自体は目新しし 'ものではないが， そ
の発電効率が極めて低いことが課題であった。 ブレークスルーは，水晶やチタ
ﾝ酸バリウムなどの外から力を加えると収縮して電圧を発生させる Ⅱ圧電素
それに共振膜を取り付けたり，子」（圧電効果）を採用し， 振り子を取り付け
たことにある（速たりすることで振動を増幅させ, 発電効率を大幅に向上させ
')，企業家ネットワーク（2009.61日経産業水浩平（2008)，東洋経済（2009.3)，
図表１２振動力発電の仕組み
鬮繼灘i1lii鍵;職iii溌鍵聯
鴬
蕊
：
…
…
！
…
i麗懸霊EE蝿蝿騨翻騨翻熱纏轆轤鰯灘麓鰡鍵鍵鶏鍵騨篭鷲灘M溌醗轤鶴鱸《鰯蕊f鍵露鑑鰯j灘轆轤轤篭露潔:鶴
出所）ダイヤモンド (2009.4）
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新聞（20141031))。
(図表12）は，主に①発電床＝この圧電効果を利用した振動力発電システム
踏んだ振動で圧電素子がゆがむことで発電する仕組み， ②振力電池＝ボタンな
③振り子型発電装置＝どを押す動作で圧電素子に圧力を加え発電する仕組み‘
先端に重りを付けた振り子を揺らし
装置に展開されている。
その力で圧電素子をゆがませて発電する
発電床は非常時の誘導灯や施設などのモニュメント 振力電池は電池不要の
リモコンや呼び出しボタン， 振り子型発電装置は車の振動を活用したガード
)ネータの点灯などへの活用が図られてし、 (図表13)。また，近レールのデ１ る
用水路の夜間照明向けの小規模水力発電装置，年は， 商業施設の街灯用の小型
気の「地産地消」に向け風力発電装置など振動力以外の発電装置も開発し， 電 梢 肘
日本経済新聞（2014421)，た歩みを進めている（日経産業新聞（2014.4.17)，
日本産業新聞（201410.29)）
図表１３振り子型発電装置の概要
装置を取ﾙﾉ付けた箇所が振動することにより振動板を介して重
りが振動する｡重りが振動すると圧電素子が変位して発電する
霞り振動板圧電素子
(圏ｉｌ鐘篝塞 路面振動板やガ摩一ドレールにボル卜や強力磁石で取り付ける
（
ガードシール
鯵ガールールの歩道側に発電装
置を取り付ける
｡車が通行する際の振動によりノガ
ーiルールが振動して発電し､デ
リネーターのLEDが点灯する
(資料:日本道路､音力発電）
出所）日経コンストラクション（2012.79）
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Ⅳ成長のジレンマと創業・事業創造の方向性
い技術力を保有する中小・今まで特定の専門分野において高さて， ベン
チャー企業の事業展開の事例について見てきた。 その中で，スマートソーラー
高い技術力を有する技術開発基轤型ベンインターナショナルの事例において，
チャー企業（Technology-basedStart-upFirms）が市場に受け入れられ，事
業として独り歩きすること（take-olf）の困難性を指摘した。
タファー（比瞼）として「ダーウィンこのような事業創造の困難性を表すメ
市場競争最新の技術で開発された製品が，の海」がある（図表14)。これは，
ダーウィンの進化論になぞらえたものを通して生き残ることが難しい状況を，
生存競争の激しい多くの生命体
れ狂う嵐（技術的な困難性や事
競争など）に耐えて生き残った
新たな発明やアイデアなどの成果は，である。
が存在している「ダーウィンの海」に入り，荒
業化リスク）やサメなどの外敵（ライバルとの競争など）
ダーウィンの海の概念図表1４
(lllii1iiii鱸霧， lllliiiill1l111iiiiiilryh婬迩鑓Ｊｗｙ鍬＃“〃Ｓ乞α発明がイノベーションに進化するための薑闘の場
研究と発轤
アイデア
イノベーション
と
事業創造齋斑:蝋騨
ii;il蕊llliiiiilillIl;:in:illijiiDf；
技術麹ヅスクと企『業家リスクの海で繰り広獄られる『生存競争」
出所）田中（20091Branscomb（2003）など
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イノベーションや事業創造の岸にたどり着くことができる者が進化し，
(2009))。す
(田中
発明がイノベーションとして市場に受け入れられるまでなわち，
の様々な障害を比職したものであり， ビジネスとして持続的な成長を成し遂げ
るためには．技術的な課題（＝技術的リスク）とマネジメントの課題（＝企業
家リスク） の両方を乗り越えなければならない。
従来より，新技術のアイデアの創出から，イノベーションに結びつく製品開
事業化の間に大きな谷があることが指摘されており，発． ｢死の谷（デスバ
レー)」と呼ばれている（図表15)。このメタファーは，
院議員（共和党，ミシガン）のバーン・エラーズ（Eｈ
'タファーは，アメリカ連邦議会の下
ﾆラーズ hlers，Ｖ､Ｊ）が，1998年
iUnlockingOurFuture：Towarda
leonScienceandTechnologｙ（1998
にアメリカの下院科学技術委員会の報告
NewNationalSciencePolicy- (Committeeｏｎ
年)）の中で，ァ
ある基礎研究と，
リカの科学技術政策において連邦政府の資金供給の対象でアメ
民間企業が行う応用研究の間のギャップが ますます拡大し
ていくという現象を表現するために用いたものであるｃ エラーズらがこの問題
を指摘した結果，アメリカでは，「死の谷」
ATP（AdvancedTechnologyProgram)，
を超えるための支援施策として，
Ihn logyProgram)，ＣＲＡＤＡ（Co-operativeResearch
図表１５死の谷（デスバレー）の概念
３
蕊錘警孕鵯
仇屯； 牙
鍵塗鱗…澱!:ﾘi蘆… 鶏
胸’
出所）Wessner（2013）などに基づき作成
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andDevelopmentAgreementsLSBIR（SmallBusinesslnnovation
Research）などの公的・私的なインフラストラクチャ（＝資金調達某轤）の
整備が進んだのである（児玉（2003)，田中（2009))。
もともと「ダーウィンの海」は，この「死の谷」のメタファーを代替するも
のと して提唱されたものである。 ｢死の谷」のメタファーは，カルフォルニア
に因んだものであり．何もない不毛の地といのデスヴァレー（DeathValley）
事業創造を表すものとしては不適切との見解が見られう悪いイメージから、
る。本来， アイデアをイノベーションに変換する段階は， 新たな発明やアイデ
アなどが次々と萌芽し
てイノベーションに竿ﾐ
数多くの未熟な技術が生存競争Ｉこよる淘汰の段階を経
この段階は混沌としているが，ノベーションに至る段階である。 潜在的な
創造性を有していると考えられる。 そのことから，発明からイノベーションへ
ダーウィンの海」が提唱されたのであるの変遷を表すメタファーとして，「
(Branscomb,ＬＭ・andP-EAuerswald（2002)，田中（2009))。
しかし，近年は事業創造のプロセスとして 両者を用いる研究も進められて
いる（図表16)。すなわち，
プ「派の答１が治島が什下
基礎研究から事業化までのプロセスＩ二資金ギャッ
(死の谷） あるだけでなく， 応用研究から事業化の見込みが付いた段階か
図表１６事業創造の困難性（技術リスクと市場リスク）
牢聯企業は実,際多くの障害に:霞蕊する
出所）Wessner（2003)，Hughes（2014）などに基づき作成
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ら，市場に受け入れられイノベーションを実現するまでのプロセスにも多くの
障害（ダーウィンの海）がある。技術的な制約を克服し例え「死の谷」を渡
ることができたとしても，繁栄のジャングルで成長するビジネスにたどり着く
ためには，マネジメントの失敗，代替ビジネスモデルの存在,知財などの訴訟
リスク，敵対的買収など，数々の困難を乗り越えなければならない7)。
このメタファーは，スマートソーラーインターナショナルの事例にそのま
ま当てはめて考えることができる。当社は，政策支援（補助金など）やベン
チャーキャピタルからの出資を受け，技術的な課題を克服し，「死の谷」を渡
ることはできたが超安価な中国製などの台頭による競争激化や制度上の制約
(FIT＝同定価格買収制度）などの障害により，「ダーウィンの海」を泳ぎ切
ることができなかった。もちろん，太陽光発電については，富田氏の出身母体
であり，かつてIlt界の太陽光発電システムをけん引したシャープも，国内工場
の閉鎖や事業からの撤退を検討しているとの報道もあり（日本経済新聞
(2015.3.3))，グローバルな規模で競争が激化している事業である。その中で事
業を継続することは，多くの障害が待ち受けていると考えられるが，特定の専
門分野に徹底的にこだわり，段階的な事業展開を行うことで，そのような厳し
い環境に適応することもnJ能であったと思われる。
今まで見てきたようなイノベーションの普及過程における困難性についての
研究はいくつか見受けられるが，その代表的なものはムーア（Moore，ＧＡ）
の提唱するテクノロジー・ライフサイクルの概念と「キャズム」の存在である。
ムーアは，イノベーションの普及段階におけるイノベーション採用者カテゴ
リー8)を援)Ⅱして，，,,,i期的な技術（新製品・新サービス）が市場に受け入れら
れ，持続的な成長を成し遂げるための戦略を提示している（図表'7)。
イノベーターと初期採用者で構成される初期市場と初期多数派の問には，
｢キャズム」と呼ばれる深く大きな溝が存在している。すなわち，イノベーター
と初期採用者は，新しい技術の可能性に思いを巡らせ，将来の成果を求め変革
のための手段として新しい技術を導入するのに対して，初期多数派は，その技
術の利便性や現在の解決策を求め，生産性を改善する手段として導入しようと
－１０４－
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製品の革新性や技術の新規』性などを訴する。このため，初期市場においては，
求するこ とで受け入れられるものが 初期多数派においては，ユーザー・イン
ような使い勝手や目に見える改善効果なタフェースの容易化・単純化という
具体的かつ実利的な成果が求められる｡ この違いが，購買行動に大きな差
スマートソーラーインターナショ
どﾛ
(キャズム）を生じさせるというのである〔
このキャズムを超えることができなかった事例と しても考察すナルの事例は，
ることができる。
ある特定のニッチ市場を対象とすることキャズムを越えるための戦略は．
で，①ホールプロダクト (顧客の目的を達成するために必要とされる一連の製
を提示し，②口コミの効果を活用して，③マー
を実現することである。そして，あるニッチ市
品やサービス＝顧客満足機能）
ケットにおけるリーダーシップを実現することである〔
場がテクノロジーを受け入れると， 関連する他のニッチ市場もそれに触発され
テクノロジーを受け入れるようになり スパイラルに市場が拡大していく とい
うのである（Moore（1999)，田中（2009))。
図表１７テクノロジー・ライフサイクルの概念図
【顧客の価値観灘ニーズ】
麹利便性
鬮現在の解決策(ソリューション）
ごテクノロジー
唾将来の成果
（パフォーマンス） |iiiillil1l1i，
#欝議騨鑓轤騨騨攪・讓鰊鷲
鵡ﾘｰﾑＩ！ メインヌ市初期市場
出所）Moore（1999)．田中（2011a）より
今まで見てきた「
研究開発型新興企業
Ⅱ死の谷」「ダーウィンの海」「キャズム」ピム」の研究成果から，
の事業創造の方向性に(起業家や中小・ベンチャー企業）
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ついて考察を加えることにしたい。
中小企業庁（2009）によれば，中小企業によるイノベーションには，次の３
つの特徴がある□①経営者が，方針策定から現場での創意工夫まで，リーダー
シップをとって取り組んでいること。②ロ常生活でひらめいたアイデアの商品
化や，現場での創意工夫による生産工程の改善など，継続的な研究開発活動以
外の創意工夫等の役割が大きいこと。③ニッチ市場におけるイノベーションの
担い手となっていることである。一方，大企業によるイノベーションについて
は，大規模な研究開発や，その成果が現れるまでに長期間を要する研究開発の
プロジェクトに対しその組織力を活かして多くの研究者や資金を投入し，イ
ノベーションを実現している。すなわち，中小・ベンチャー企業では，経営者
の理念，ロマン，こだわりがイノベーションの要になっているのである。
この経営者の「こだわり」から生まれたイノベーションを，どのように活か
していくべきなのであろうか。それには，中小・ベンチャー企業が持ついまだ
顕在化していない力（＝潜在力）を見Ⅱ)しその力でイノベーションを実現し
ていくことが求められる。中小企業庁（2012）は，中小企業が持つ潜在力を活
用する重要`性を指摘している。中小企業が持つ潜在力とは，変化する社会環境
において，何らかの障害があって利用されていない経営資源であり，小ロッ
ト・短納期への対応，技術力，マーケティング力，充実したアフターサービス，
高い社会意識等である。それは，柔軟性､顧客志向性社会性といったキーワー
ドで表すことができる。なんらかの理由で活用されていないこの潜在力を見出
し，その力を経営者の「こだわり」から生まれたイノベーションの実現に向け
活用していくのである。本稿のテーマでは，この経営者の「こだわり」が新エ
ネルギービジネスであり，新成長分野であるエネルギー・環境分野へ潜在力を
発揮していくことである。
本稿で取りｌげた事例は，そのすべてがものづくりを行う製造業9)であり，
ものづくりベンチャーといえる存在である。このものづくりベンチャーの特徴
は，「少量・中鼓生産のTb｢場に向け高付加Iili値製Ａ１１１を迅速に投入する」企業で
あり，その中で一定の成果をあげている企業には，経営幹部に３つの共通点が
1０６－
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あるという。すなわち，①大手勤務などの経験を活かした事業運営スキル，②
枠にとらわれない行動力，③「日本復興」への情熱である（日経ＢＰ(2014.3))。
ベンチャー企業の経営幹部といえば，ほぼ経営者（＝社長）ということになる。
すなわち，経営者が今までの勤務経験などから生まれた事業機会や運営スキル
を活用し，志を持って柔軟に対応することが成果に結びついている。
ここから，事例企業の動向や既存研究成果から得られるインプリケーション
について考えてみたい。まず，起業家や中小・ベンチャー企業にとって，大規
模，長期間にわたる研究開発を展開することは困難であるため，経営者の創意
工夫が事業アイデアの源泉となる。もちろん，これは大学などの研究機関が有
する技術を活用することでも構わない。むしろ，基礎研究力が不足している中
小・ベンチャー企業は，積極的に大学や公設試験研究機関などの研究成果を活
用すべきであろう。今回取り上げた事例についても，多くが大学の研究成果か
ら生まれた大学発ベンチャーといわれる企業である。その技術は，経営者の今
までの学習や経験が活かせる技術分野であり，特定の分野（ニッチ分野）に徹
底的にこだわる必要がある。この「こだわり」は，経営者自身の理念やロマン
から生み出されるもので，事業ドメイン（事業の中核，本業）といえるもので
ある。これが確立した状態で，ようやく「死の谷」を渡ることができる。問題
は，「ダーウィンの海」を泳ぎ切ることができるかである。この要諦は，①狭
く小さく始めること，②段階的に進めること（＝博打を打たない)，③あくま
でも専門分野にこだわること，④方|可転換の見極めをすること，⑤自分の「こ
だわり」については決してあきらめないことである'0)。
スマートソーラーインターナショナルは，需要の先行きが不透明な段階で大
規模な投資を行い，「ダーウィンの海」にi貰えてしまった。その他の事例企業
は，特定の専門分野に特化した適度な成長を指向している□もちろん，ユーグ
レナのように，大きなロマンを掲げ，その実現に向け現実的な歩みを進めてい
る企業もある。しかしそれは，自社の事業分野を広げているのではなく，特定
のニッチ分野が裾野を広げマス市場になることであり，決して事業の軸を広げ
たいぶらしたりしている訳ではない。あくまでも，特定の専門分野にこだわ
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ることが大切なのである。
Ｖおわりに
本稿においては，世界の課題先進国となった日本において，持続可能な社会
を目指すための新たな事業創造の方向性について，クリーンで経済的なエネル
ギー分野は今後成長が期待できる分野であり，特に持続可能な社会の確立には
欠かせないとの考えのもと，中小・ベンチャー企業の新エネルギービジネスへ
の取り組みに焦点を当て考察を加えた。
ここでは，今後の課題を下記に整理しておきたい。
①持続可能な社会と新エネルギービジネスの関連性の整理と体系化
②新エネルギービジネスにおける中小・ベンチャー企業の位置づけと存在意義
③中小・ベンチャー企業の新エネルギービジネスへの事業展開の類型化
③中小企業の優位性が発揮できる事業分野の洗い出し
④営利性と社会性のトレードオフ解決の方向性の提示
⑤成功事例などの蓄積による事業展開，経営手法などの体系化理論化
⑥実務適応力のあるビジネスモデルの開発
⑦求められる事業展開の方向性・指針の提示
以上のような課題を解決するとともに成長分野である新エネルギービジネ
スでの起業を促進させるための施策や，今後新エネルービジネスを指向する起
業家が持続可能なビジネスを展開できる方策などについて，諸外国などの事例
も含め調査・研究活動を進めることにしたい。
注
ｌ） ｌＨ中（2011a）は，ニッポン再生のイノベーション戦略に求められている視点と
して，「変化」への適応をあげている。
新エネルギーとは，一般に，太陽光や風力などの自然のﾉ｣を利用したり，廃木
材や廃棄物など今まで使われずに捨てていた資源などを使って，「電気」や「熱」
をつくりだす環境にやさしいエネルギーのことである。新エネルギーは。枯渇
２）
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の心配がなく，二酸化炭素の排出量を減らすことができるなど地球環境にやさ
しいエネルギーとして，持続可能な社会の実現に欠かせないものとして注目さ
れている（化学工業会（2011))。
ものづくり基盤とは，金型，鋳鍛造，メッキなどＨ本の生産活動を支える共通
基盤的加工技術・技能のことであり，主に大企業に部品などを納入する中小製
造業が担ってきたもので，日本製造業の国際競争力の優位性の源泉とされてき
た。しかし大企業の製造拠点の海外移転などによって，その存在が危ぶまれ
ている（経済産業省・厚生労働省・文部科学省（2013))。
サポーティングインダストリーとは，金型，鍛造，鋳造，めっき等のものづく
り基盤技術を有するものづくり中小企業群のこと（経済産業省・厚生労働省・
文部科学省（2011))。
中小企業の横断的な連携によるイノベーションの現実は，まさにネットワーク
組織の特徴といえるものである。ネットワーク組織については，若林（2009）
を参照のこと。
東京大学が承認する「技術移転関連事業者」として，ベンチャー企業を通じた
大学の「知」の社会還元にIiL1jけて，優れた知的1M産・人材を活用するベンチャー
企業に対して投資を行うベンチャーキャピタルである。
出川（2004）は，事業創造のプロセスとして，①技術シーズを作り出す研究ス
テージ，②製品の開発をする開発ステージ，③製品を商品にする事業化ステー
ジ，④さらに工場で量産する産業化ステージという４つの時系列的なステージ
があり，それぞれのステージの境界に「魔の川」「死の谷｣，「ダーウィンの海」
の３つの障壁があるとしている。しかし，事業創造の基本的な課題は，技術を
｢製,Ｍ１化できるのか｣，その製品は「市場に受け入れられるのか」という２つの
問いに答えることであり，事業創造のプロセスでの障壁は２段階で考察したほ
うが整理しやすいと思われる。
イノベーション採用者カテゴリーは，ロジャーズ（Rogers，ＥＭ.）により提起
された概念である。イノベーションは，採用者の革新性により採用するスピー
ドに差がある。革新性とは，新しいアイデアを相対的に早く採用する度合いの
ことであり，この革新性に基づいてイノベーションの採用者は，①イノベー
ター，②初期採)１１者，③初期多数派，④後期多数派，⑤ラガードの５つのカテ
ゴリーに区分することができるとしている（Rogers（2003))。
工場などの製造機能を持たず企画・開発・設計に特化したファブレス企業と呼
ばれる存在も含まれる。ファブレス（fabless）とは，文字通りｆａｂ（fabrication
facility＝工場）を持たない企業のことである。
田中（2014）は，新規事業展開において，中堅・中小企業，新興ベンチャー企
業に求められる重要な留意点として，段階的な展開によるリスクの最小限化を
あげ，その実践のために活用すべき手法として，リーン・スタートアップとり
3）
４）
５）
６）
７）
8）
９）
１０）
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アル・オプションを紹介している。
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